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1. 研究主題 

義務教育学校の特色を生かした指導を目指して 

～5 年生と 7 年生の合同宿泊学習を通して～ 

2. 主題設定の理由 

 義務教育学校は平成 28 年に新しくできた学校種であり、小学校と中学校が別々にあるこ

とで起こっていた問題、児童の発達が早くなっている現象や学習内容の質的・量的充実等に

ついて、9 年間の継続した指導によって解決していくことが期待されている。 

大栄みらい学園は、成田市内大栄地区にあった 5 つの小学校と１つの中学校が令和 3 年

3 月 31 日に閉校し、令和 3 年 4 月 1 日、新たに校舎一体型の義務教育学校として開校した。

義務教育学校としては、成田市内 2 校目、千葉県内 3 校目である。ただ、新型コロナウイル

ス感染症の影響で新校舎完成が遅れ、開校から 2 か月間は 1～4 年生は旧津富浦小校舎、5

～9 年生は旧大栄中校舎を使用することになり、6 月 1 日より全学年が 1 つの校舎で学ぶよ

うになった。 

本校の学校教育目標は「みらいを切り拓き 社会で活躍できる 人間性豊かな人材の育

成 ～自主自立 未来創造 郷土愛～」である。学校経営方針では、「義務教育 9 か年を低

学年ブロック（1～4 年）、中学年ブロック（5～7 年）、高学年ブロック（8・9 年）に分け、

学年段階により具体的な目標を設定した指導を徹底する。」「全校縦割り班を編制しての清

掃活動、縦割り班での交流、9 学年一緒の体育祭等、異学年交流を積極的に取り入れ、将来

につながる人間関係の基礎を構築する。」「前期課程（小学校）・後期課程（中学校）それぞ

れの特徴ある指導方法を互いに学び合い、教員としての指導力向上、授業力向上に努める。」

などとある。 

私は大栄みらい学園の開校年に異動し、中学年（5～7 学年）ブロック主任と 7 学年主任

を担当することになった。 

中学年ブロックは、前期課程と後期課程の境目がブロック内にあり、前期課程の児童が後

期課程の活動に、後期課程の生徒が前期課程の活動にそれぞれ関わることが期待されてお
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り、その集大成として、5 年生と 7 年生による合同宿泊学習という行事が設定されている。

また、小中学校間にある差異によって起こる「いわゆる中 1 ギャップ」などの問題につい

て、少しずつなれていくための移行期間として解決を図ることができるブロックである。 

そこで、本主題を設定し、中学年ブロック主任として勤務した 1 年間の実践を、合同宿

泊学習を中心にまとめた。このレポートが、義務教育学校や小中一貫型小学校・中学校で

働いている先生方だけでなく、近隣の小中学校で連携を深めようと考えている先生方に対

して、少しでも役に立つことができればと考えている。 

3. 研究仮説 

 前期課程と後期課程の垣根を越えた活動を行えば、義務教育学校の特色を生かした指導

方法が見えてくるだろう。 

4. 実践内容 

(1) 合同宿泊学習以外での小・中の教員間連携 

 児童生徒の活動を始める前に、前期課程と後期課程の先生方の連携を強くする必要があ

ると考えた。そのため、以下のような実践を行った。 

ア 日報の作成と日々の声かけ 

 前項でもふれたが、開校から 2 か月間は 1～4 年生と 5～9 年生に分かれて、2 つの校舎

で行った。5～9 年生が使用した旧大栄中校舎は、通常学級 13 クラス、特別支援学級 3 クラ

スの計 16 クラスが入り、空き教室が全くない状態だった。また、職員数も多く、職員室も

1 階に 7～9 年職員室、2 階に 5・6 年職員室と分けなければならなかった。中学年ブロック

としては、前期課程所属職員と後期課程所属職員で職員室が異なり、コミュニケーションが

とれないだけでなく、情報共有することも難しかった。 

 そのため、毎日日報を作成し、退勤前に中学年ブロックに所属している職員の机上に配付

した。日報には翌日の予定と回収物、主任会議等で共有が必要と考えた情報等を個人情報に

配慮して記載した。また、配付する際に 2 階職員室で仕事をしていた先生方とコミュニケ

ーションをとり、学年の状況や困っていること等を聞き取り、必要に応じて管理職に情報共

有していた。 

新校舎になってからは、職員室の配置はとても近くなったが、教室は 5・6 年生（2 階）

と 7 年生（3 階）は遠く、学校生活でコミュニケーションをとることは難しかったので、日

報は継続して作成し、主任会議前には各学年の状況を確認していた。 
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イ ブロック会議の設定と活用 

 中学年ブロック職員間のコミュニケーションを円滑にし、前期課程と後期課程の生徒指

導の感覚を統一するために、中学年ブロック会議を設定した。 

 義務教育学校で 9 年一貫した教育を行うとはいっても、発達段階に応じた指導の工夫は

必要である。たとえば、服装は全校で制服が設定されているが、開校して 3 年間は移行期間

として、7 年以上とこれから入学する児童については制服の着用が義務化されているが、そ

の他の学年は私服でもよいとされている。筆記用具は 6 年生まではシャープペンシルやボ

ールペンの使用を禁止しているが、7 年生以上は許可している。これは一部分であるが、生

徒指導上のルールは小中学校で大きく異なる。そこで、ブロック会議では、ルールを一つひ

とつ確認する作業を行った。その際、すべてのルールをブロックで共通化するのではなく、

6 年と 7 年でルールを変えるもの、中学年ブロックで共通するものを確認し、各発達段階を

それぞれの校種の先生方が理解できるようにした。 

 このことにより、本来は小 6 と中 1 で大きく変わるルール、いわゆる中 1 ギャップを、

本校では 5 年生から徐々に中学校のルールに変えることができたため、ギャップを感じる

ことが少なくなったと考える。また、5～9 年で生徒会を組織し、児童生徒の手による自治

活動を強化しているが、前期課程の先生も受け入れやすくなったと考える。さらに、この後

に出てくる合同宿泊学習でのルール作成が円滑に進む効果も見られた。 

 (2) 合同宿泊学習 

 前期課程の児童と後期課程の生徒が協力して活動する行事として、5 年と 7 年の合同宿泊

学習がある。開校 2 年前より、合併予定の小学校 5 校の 5 年生全員で宿泊学習を計画して

おり、開校後に義務教育学校の大きな特色となる事が期待されている。残念ながら、開校前

年は新型コロナウイルス感染症対策のため中止されている。 

私が着任時の引き継ぎでは、10 月 29・30 日に茨城県立白浜少年自然の家が予約されてお

り、中学年ブロック主任として中心となって準備をしていくとのことだった。また、５年主

任の先生が２年前の 5 校合同宿泊学習を引率しており、前期課程側という立場だけでなく、

5・7 年生全員のことを知っている職員として支えていただけるとのことだった。 

今回の宿泊学習は、7 年生にとっては 2 回目の宿泊学習であり、先輩として教える立場と

なる。5 年生にとっては初めての宿泊学習であるが、2 年後に先輩として参加するための準

備になる。そこで、宿泊学習の目的を、「集団生活を通して、規律を守り、協力と奉仕の心

を大切にする生活態度を養う。」「活動を通して、様々な状況を想定し、よりよい判断力のも

と、より自治的な活動作りを推進する。」「宿泊をともにする活動を通して、児童生徒相互の

心のふれあいを深め、主体的な態度を養う。」の 3 点とし、この活動の目標を達成するとと

もに、前期課程と後期課程の垣根を超えた活動を推進するため、以下の実践を行った。 

ただ、新型コロナウイルス感染症のまん延防止等重点措置について、千葉県内の一部は 4

月 20 日から、成田市は 7 月 2 日から指定された。また、緊急事態宣言について、8 月 2 日
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から 9 月 30 日まで指定された。そのため、準備開始が遅くなるだけでなく、準備や当日の

活動が大きく制限されてしまった。 

ア 職員間の連携 

 前項でも述べたが、5 年生と 7 年生では学校生活のルールが異なっていることがある。そ

のため、たとえば、当日を全員指定の体操服・ジャージにするのか、5 年生のみ私服を認め

るのか、また、7 年生も私服を認めるのかを決めなければ、職員が児童生徒を指導する際に、

ダブルスタンダードになってしまい、職員も児童生徒が混乱してしまう可能性があった。そ

のため、5・7 年生のこれまでの指導を踏まえ、7 年生が 5 年生のルールに合わせる場合、5

年生が 7 年生のルールに合わせる場合と 5・7 年生のルールが異なる場合に分けて考えた。

そのため、当日の混乱はなく、児童生徒もルールの違いを理解して活動することができた。 

 グループ分けは、班活動については 5 年男子と 7 年女子、5 年女子と 7 年男子で分け、部

屋は 5・7 年が混ざる形にした。これは、先生方との話し合いで、5 年生にもリーダーシッ

プをとれる児童がいるので、学年を男女に分けることで、それぞれの学年のリーダーが協力

して活動できるのではないかという考えで行った。 

 準備日程では、日課表は 5・7 年生とも同じ時間だが、5 年生はバス通学の関係で、午後

は 45 分日課になることがあった。また、7 年生は学年で学級活動と総合的な学習の時間の

コマが同じところに配当されているが、5 年生はクラス間でも異なっていた。そのため、事

前に授業や昼休み、帰りの会の調整をする必要があった。 

イ 生徒の活動 

 本来であれば、1 学期に 5 年生と 7 年生の親睦を深めるためのレクリエーションを行いた

いと考えていた。しかし、新型コロナウイルス感染症対策で、学年を超えての活動について

は特に注意するよう指示があった。そのため、実際の活動は緊急事態宣言が終了した 10 月

5 日放課後に実行委員会議を行い、翌 6 日の総合的な学習の時間に 1 回目の集会を開いた。 

 準備活動としては、基本的に班で決め、係会議に出席し、その内容の班会議で情報共有す

るという流れで準備を行った。係分担について、班長は 7 年生のみとし、残りの係は班ごと

に必要な人数だけを決めて、学年や男女の配分は班に任せたが、食事係・レク係・保健美化

係の 3 つの係に学年と男女の偏りはなく、どの係も学年の壁を越えて活動をすることがで

きた。また、どの班も学年で固まることはなく、協力して活動することができた。 

 スローガンを決める際は、各学級で話し合いを行い、その結果を実行委員会で発表、その

中から最適なキーワードをまとめた。その結果、「仲良く協力し、みんなで深めよう『みら

いの友情』」というスローガンを作成した。 

 当日も、すべての活動で学年を越えて行うように計画したので、5・7 年がコミュニケー

ションをとる姿を多く見ることができた。特に、ウォークラリーでは、疲れが出てきた 5 年

生を 7 年生が励まして進んでいく姿や、学年を越えてみんなで話し合いながらチェックポ

イントの謎を解決する姿が見られた。また、野外炊飯では、薪割りや火入れ、食材を切った



 

- 5 - 

 

り、炒めたりする作業を協力してできた。部屋でも学年を越えて会話をしたり、トランプで

遊んでいたりしていた。 

5. 実践のまとめ 

(1) 成果 

 職員間の理解が進んだと感じる。私自身、前期課程の免許は持っておらず、小学校と中学

校の考え方や仕組みの違いについては、妻や知り合いから少し話を聞いていた程度だった。

様々な取り組みを行う中で、少しずつ前期課程のことを理解していき、お互いの良さを認め

つつ融合していく作業ができたのではないか。特に、会議の活用と密な情報共有が、小中職

員の壁を取り払ったと感じる。 

宿泊学習を通して 7 年の成長を感じることができた。今までの勤務校では、小学校では

最上級生として活躍しているはずなのに、中学入学で最下級生に戻るが、義務教育学級では

すべての活動が継続している。そのため、7 年生自身も学校の活動を理解しており、理先輩

としてのリーダーシップを発揮して、活動できている。その集大成として合同宿泊学習があ

り、本来は後輩として活動している時期に、先輩として 5 年生を引っ張って活躍できるの

は、とてもよいと感じた。また、5 年生が 2 年後に同じ活動を先輩として行うことで、学校

の 1 つの伝統になり、義務教育学校の特色になるのではないかと考える。 

(2) 課題 

 実践内容の部分でも触れているが、新型コロナウイルス感染症対策のため、すべての行事

で学年を越えた活動に対して配慮や自粛が必要であった。合同宿泊学習については、受け入

れ先の茨城県立白浜少年自然の家から「新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言に該当す

る地区からの受け入れはできない」との指示を受けており、9 月下旬に行われる予定だった

事前打ち合わせ会議も、緊急事態宣言下なので、書面と電話のみで行った。その後、緊急事

態宣言は 9 月 30 日に解除されたため実施できたが、児童生徒の活動は 10 月に入ってから

行わざるを得ず、1 か月たらずの準備期間となってしまった。また、中学年ブロック全体の

行事や活動についても、実施できなかった。 

 また、日課や授業時間など、5 年生から後期課程と同じ内容にしているが、下校バスの関

係で放課後に活動ができず、まだまだ調整が必要だと感じた。令和 4 年度になり、縦割り班

を作り、日々の清掃や全校遠足、体育祭などで学年を越えた活動を行うことができている。 
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